
2022年度北海道大学大学院文学院博士後期課程入学試験（後期試験）

【研究室ごとの当日用意するもの，その他連絡事項】

・当日は研究計画書，修士論文等の出願書類，および受験票をご用意ください。それ以外に用意が必要なものは以下の表を確認してください。

・オンライン受験者は，カメラ付きデバイス（筆記試験を行う研究室の受験者は2台），マイク，スピーカーもしくはヘッドフォンをご用意ください。

　※下記研究室のオンライン受験者は，上記の機器に加え，答案提出用のドキュメントスキャナーかそれに代わるものもご用意ください。

　　→宗教学インド哲学，心理学，地域科学

有 無 無 無

1 哲学倫理学 ○ ○ ○

2 宗教学インド哲学 ○ ○ ○

3 日本史学 ○ ○ ○

4 東洋史学 ○ ○ ○

5 西洋史学 ○ ○ ○

6 考古学 ○ ○ ○

7 文化人類学 ○ ○ ○

8 芸術学 ○ ○ ○

9 博物館学 ○ ○ ○

10 欧米文学 ○ ○ ○
検定試験などによる外国語(志願者の母語でない言語)の能力を証明する
もの(日本語検定，英検，TOEICやTOEFL，仏検，TRKI(ロシア語検定試
験) など)があれば提出してもよい。

11 日本古典文化論 ○ ○ ○

12 中国文化論 ○ ○
筆記試験の際は辞書使用不可。
オンライン受験者は，zoom接続用のパソコンおよび当日の緊急連絡用に
スマートフォンを用意すること（カメラ付きデバイスとの併用可）。

○

「口述試験等」の試験において，筆記試験と口述試験を実施する。筆記試
験では文献読解を行なう。
オンライン受験者には，機器やオンライン接続の確認などのため，試験の
1週間前までに こちらから連絡する（ドキュメントスキャナーは不要）。

13 映像・現代文化論 ○ ○ ○

14 言語科学 ○ ○ ○

(1)口述試験において，言語学，日本語学，英語学，ドイツ語学・ゲルマン
語学，フランス語学・ロマンス語学，ロシア語学・スラブ語学の中でどの分
野を選択するか，
(2)入学後，どの教員を指導教員として希望するか，
の2点を研究計画書の末尾に明記すること。

15 スラブ・ユーラシア学 ○ ○
辞書持ち込み可（電子辞書は不可）。
オンライン受験者は，zoom接続用のパソコンおよび当日の緊急連絡用に
スマートフォン等を用意すること（カメラ付きデバイスとの併用可）。

○

「口述試験等」の外国語文献読解は，英語2題，ロシア語2題のうちから任
意の2題を選択し，日本語訳（もしくはロシア語→英語か英語→ロシア語
訳）を行う。
オンライン受験者の筆記試験は，基本的に文学院ウェブサイトに記載して
いる方法で実施予定だが，詳細について変更の可能性がある。その際に
は研究室の入試担当者から個別に連絡する。なおドキュメントスキャナー
は不要。

16 アイヌ・先住民学 ○ ○ ○

17 心理学 ○ ○
オンライン受験者は，zoom接続用のパソコンおよび当日の緊急連絡用に
スマートフォン等を用意すること（カメラ付きデバイスとの併用可）。

○

「口述試験等」の試験において，筆記試験と口述試験を実施する。筆記試
験では，英文読解，英作文の試験を行う。
オンライン受験者には，機器やオンライン接続の確認などのため、試験の
1週間前までにこちらから連絡する。

18 行動科学 ○ ○ ○
「口述試験等」では，これまでの研究と今後の研究計画の内容，当該分野
の専門知識，英語能力などを問う。

19 社会学 ○ ○ ○

20 地域科学 ○ ○ 提出した研究計画書の説明に必要な資料 ○

研究室

「口述試験等」
の筆記試験

上記のほかに，当日受験者が用意するもの
　　　　　その他受験者への連絡事項

※提出書類は，出願書類と併せて出願期間内に提出すること
　その他，当日問われる内容については，事前に準備すること

有 有
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